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今後の課題
改修案に沿ったモデルを作成し、解析結果から改修前と改修後の性能比較を
行い、改修後の性能が向上している事を確認する。
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(a) 改修前1階壁      (b) 改修後1階壁       (c) 改修前2階壁       (d) 改修後2階壁 

 

 

図6 壁面の位置と種類 

 

３．立体架構モデルを用いた時刻歴応答解析 

 
(1) 概要 

 本研究では、現地調査や載荷実験の結果、文献調査の情報などをもとに、改修前と改修後の2つの3次元立

体解析モデルを用意し、固有値解析、長期荷重による静的応答解析及び、地震時応答解析を行うことで改修

案の妥当性を検証する。対象建物のモデル化は、解析任意形状立体フレームの弾塑性解析モデルSNAPモデ

ルを利用し、各要素を線材あるいは要素ばねに置換する事で行う。構面図を図7、図8、図9に示す。 
 

(2) モデル化の基本方針 

① 軸組の柱梁材はアカマツを想定し、ヤング係数は11.7kN/mm2とした弾性要素とする。 
② 柱梁間の仕口接合部は金物を使用しているが、回転抵抗が期待できないためピン接合とする。 
③ 耐力要素は実験値から得られるグラフを近似化した上でモデルに反映する。具体的な作成手順について

は、次節で記述する。 
④ 床・屋根等の水平構面は柔床とし、面要素の面内剛性を考慮した弾性要素とする。板材剛性よりも釘の

剛性で面内剛性が決まるため実測データのモード形を参照して2F床や天井材などの面内剛性を低減する。 
⑤ 柱脚：柱脚はピン支持とする。 
⑥ 荷重：荷重は面荷重として、壁、屋根、床にそれぞれ値を設定する。また積雪による屋根荷重を考慮し

たモデルも用意する。荷重を各節点の集中質量に変換する(表1、表2、図10)。 
 

 

  (a) Z2 (b) Z3  
図 7 Z 構面図 

 
 (a) X1 (b) X3 (c) X4 (d) X8 

図 8 X 構面図 

乾式土壁パネル 

土塗り壁 外壁モルタル 30mm ※点線は推定 

ドロマイトプラスター（土塗り有り or 無し） 
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図11 2階モルタル壁       図12 土台外壁の蟻害      図13 耐力実験の様子 
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       (a) ラスモルタル壁       (b) 土壁         (c) ラスモルタル壁  

図 14  H2745×B1820 の壁面の解析モデル（強度低下型） 
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 (a) ドロマイト          (b) 方杖 

図 15 H2745×B1820 の壁面の解析モデル（トリリニアスリップ） 
 

表3 モルタル壁の壁面サイズと復元力特性パラメター値 
H B K Fc Fy α β δc δy
mm mm kN/mmkN kN 0 0 mm mm

実験 2745 1820 1.26 18.9 35 0.23 0.01 15 70
0 4000 1970 0.94 20.5 37.9 0.23 0.01 21.9 102.0
1 1021 2042 3.80 21.2 39.3 0.23 0.01 5.6 26.0
2 4000 1000 0.48 10.4 19.2 0.23 0.01 21.9 102.0
3 2480 1300 1.00 13.5 25.0 0.23 0.01 13.6 63.2
4 2480 729 0.56 7.6 14.0 0.23 0.01 13.6 63.2
5 2480 364 0.28 3.8 7.0 0.23 0.01 13.6 63.2
6 1021 1021 1.90 10.6 19.6 0.23 0.01 5.6 26.0
7 2000 2000 1.90 20.8 38.5 0.23 0.01 10.9 51.0
8 2000 729 0.69 7.6 14.0 0.23 0.01 10.9 51.0
9 2000 364 0.35 3.8 7.0 0.23 0.01 10.9 51.0  

α,β:初期剛性に対する第1,第2折れ線の剛性の比率 
Fc, δc:第1折れ点の荷重と変位、, Fy, δy:第2折れ点の荷重と変位 

H:高さ, B:長さ, K:剛性 
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